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1 は じ め に

秋田県において,葉菜類を冬期 (12月～3月 )に収穫す
るための播種適期はホウレンソウでは10月 中旬～下旬,コ
マツナでは10月下旬～11月 上旬である2ゝ しかし,こ の時
期に播種しても,気温や日射量の年次変動により生育速度
が年によって異なり,日標とした収穫期に合わせられない

事例がみられる。そこで,長期にわたり安定的に収穫を継
続するため,ハ ゥスサイドを開放し,冷たい外気をハウス
内に導入する栽培法を検討した。また,冬期に日射量の豊
富な太平洋側において,外気導入により糖や各種ビタミン

類含有率が高まることが報告されている ヽ そこで,冬期
に寡日射条件となる日本海側において,こ の栽培法がホウ
レンソウとコマッナの糖及びビタミンC含有率に及ぼす影
響を調査した。

2試 験 方 法

は)処理の内容
試験は秋田農試の100ゴパイプハゥス内で実施 した。ホ

ウレンソウ `ソ ロモン'を 1998年 10月 15日 に,コ マツナ
`せいせん 7号'を 10月 23日 に2棟のパイプハゥスに播種
した。施肥量は窒素,リ ン酸,カ リをそれぞれ l kg/aと
し,栽植密度は条間20cm,株間 5 cIと した。播種後,ハ ウ
スを密閉して管理し,ホ ウレンツウ,コ マツナともに収穫
期に達した12月 25日 に一棟のハウスのサイドを開放し (開

放処理),外気の導入を開始した。また,他方のハウスは
密閉管理 (密閉処理)を継続した。なお,開放ハウスのサ
イドには強風で作物が傷むのを防止するため,ビニル製の

防風ネット (目合い0 6mn)を張った。
12)日射量・気温,生育調査及び糖・ ビタミンC含有率
の測定

日射量は秋田市のアメダスデータを用いた。ハウス内気

温はハウス中央部の地上lmの地点を測定した。草丈はほ
場において10個体測定し,平均値で表示した。糖含有率は
アンスロン硫酸法,ビタミンC含有率はヒドラジン比色法
で測定した。

3 試験結果及び考察

12月 下旬から1月 中旬にかけての日射量は 3～ 4 MJ/
日と少なかった。この期間のハウス内気温は開放処理では

最高気温が 3～ 4℃ ,最低気温が-4～ -2℃で推移した。
密閉処理では開放処理よりも最高気温で約 5℃ ,最低気温
で約 1℃高めに推移した。 1月 下旬から3月 中旬にかけて

は日射量が次第に増加し,6～ 9M」/日 となった。 この

期間のハウス内気温は開放処理では最高気温が 4～ 10℃
,

最低気温が-5～ -1℃で推移した。密閉処理では開放処
理よりも最高気温で約 7～ 8℃ ,最低気温で約 2～ 3℃高
めに推移した (図 1)。
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図 1 開放及び密閉ハウス内気温の推移
開放 (● ,最高気温 ;▲ ,最低気温)
密閉 (○ ,最高気温 ;△ ,最低気温)□ ,日射量

開放処理では草丈の伸長が抑制され,ホ ウレンソウで 2

月下旬,コ マツナで3月上旬まで草丈が出荷基準内の25～

28m程度で推移した。一方,密閉処理ではホウレンソウ,
コマツナともに草丈が徐々に伸長し,双方とも2月上旬に
出荷基準の上限である30111を超えた。このことから,開放
ハウスにおいて収穫期間が大幅に延長できることが明らか

になった (図 2)。
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図 2 開放及び密閉ハウスにおけるホウ
レンソウとコマツナの草丈の推移
(■ ,開放 ;□.密閉)
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葉身率は開放処理においてホウレンツウ,コ マツナとも

に3月上旬まで高い値で推移した。一方,密閉処理におい
ては,ホ ウレンソウで 1月 中旬以降,コ マツナで 1月 上旬

以降に葉身率が急激に低 ドした (図 3)。

部においては12月 下旬から2月 中旬にかけて徐々に高まり,

高い状態で 3月 上旬まで推移した。一方,密閉処理の葉身
のビタミンC含有率は大きな変化はみられず,開放処理よ

りも低い値で推移した。コマツナのビタミンC含有率は開
放処理により葉身部においては12月 下旬から2月 中旬にか

けてやや高まった。一方.密閉処理の葉身部のビタミンC
含有率は開放処理よりも常時低い値で推移した (図 5)。
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図3 開放及び密閉ハウスにおけるホウレ
ンソウとコマツナの葉身率国の推移

ホウレンソウ (■ ,開放 :□ ,密閉)
コマツナ (● ,開放 ;○ ,密閉)
葉身率=葉身重/地上部全体重

ホウレンソウの糖含有率は開放処理により葉身,葉柄部
ともに12月 下旬から1月 中下旬にかけて急激に高まり,高
い状態で2月 中旬まで推移した。一方,密閉処理の糖含有
率は葉身,葉柄部ともに大きな変化はみられず,開放処理
よりも低い値で推移した。コマツナの糖含有率は開放処理

により葉身,葉柄部ともに12月 下旬から2月 中旬にかけて

徐々に高まり,高い状態で3月上旬まで推移した。一方 ,
密閉処理の糖含有率は葉身,葉柄部ともに大きな変化はみ
られず,開放処理よりも低い値で推移した (図 4)。
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図4 開放及び密閉ハウスにおけるホウレ
ンソウとコマツナの糖含有率の推移
開放 (■ ,葉身 i□ ,葉柄)
密閉 (□ ,葉身 ,○ ,葉柄)

ビタミンC含有率はホウレンソウ,コ マツナともにハウ
スの開放,密閉処理のいかんに関わらず葉身部で高く,葉
柄部で低かった。

ホウレンソウのビタミンC含有率は開放処理により葉身
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図5 開放及び密閉ハウスにおけるホウレンソ
ウとコマツチのビタミンC含有率の推移
ホウレンツウ (■ ,開放 ;□ ,密閉)
コマツナ (■ ,開放 :□ ,密閉)

4 ま

開放処理ではホウレンツウで 2月 下旬,コ マツチで 3月

上旬まで卓丈が出荷基準内の25～28ctn程度で推移した。一

方,密閉処理においてはホウレンソウ,コ マツナともに 2

月上旬に出荷基準の上限である30cmを超えた。このことか

ら,開放処理において収穫期間が大幅に延長できることが
明らかになった。また,冬期に寡日射条件となる日本海側
においても,開放処理により糖含有率は葉身,葉柄部とも
に,ビタミンC含有率は葉身部において密閉処理よりも大
きく高まった。以上のことから、開放処理により密閉処理

に比べ収穫期が大幅に延長され,ま た,糖とビタミンC含
有率も高まることが明かとなった。
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